
　
平
成
30
年
10
月
、
12
月
及
び
今
年
１

月
の
計
３
回
、
全
国
商
工
会
連
合
会
と

毎
日
新
聞
社
と
の
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

「
次
世
代
地
域
リ
ー
ダ
ー
塾
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
て
い
る
星
野
さ
ん
は
「
今
の

地
域
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
た
め
、
将

来
、
子
供
た
ち
が
帰
っ
て
来
た
い
と
思

え
る
故
郷
に
す
る
た
め
に
、
郵
便
局
長

と
し
て
、
ま
た
商
工
会
青
年
部
と
し
て

何
が
で
き
る
か

を
し
っ
か
り
学

び
具
体
化
し
た

い
。」
と
意
気

込
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
全
国

の
商
工
会
青
年

部
が
集
い
、
毎

日
新
聞
社
で
プ
ロ
の
情
報
発
信
の
方
法

を
学
び
、
広
報
活
動
の
重
要
性
へ
の
認

識
を
高
め
、
今
後
の
広
報
活
動
に
生
か

す
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
写
真
撮
影
の
ノ
ウ
ハ

ウ
、
効
果
的
な
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
の

作
り
方
、
ネ
ッ
ト
で
の
発
信
方
法
な
ど

を
学
び
、
実
施
研
修
で
は
「
地
域
活
性

化
」「
地
方
創
生
」
を
大
き
な
テ
ー
マ

と
し
、
地
元
で
行
わ
れ
て
い
る
事
業
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で
、
ニ
ュ
ー
ス
価
値
が

あ
り
、
記
事
に
し
た
い
と
考
え
る
取
材

対
象
を
探
し
、
実
際
に
記
者
と
し
て
取

材
か
ら
撮
影
、
執
筆
ま
で
を
毎
日
新
聞

社
の
ベ
テ
ラ
ン
記
者
の
サ
ポ
ー
ト
の
も

と
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
成
さ
れ
た
記
事
・
写
真
は
「
地
球

の
歩
き
方
」
サ
イ
ト
、
毎
日
新
聞
の

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に

優
秀
記
事
は
毎
日
新
聞
全
国
版
、
週
刊

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
掲
載
予
定
で
す
。

　
星
野
さ
ん
は
馬
木
に
あ
る
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
「
88
ハ
ウ
ス
」（
第
11
号
で
紹
介
）

を
取
材
し
記
事
を
執
筆
し
ま
し
た
。

　
訪
日
外
国
人
を
中
心
に
人
気
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
子
供
た
ち
や
地
域
の
人
達
と
一
緒

に
ハ
ウ
ス
の
目
の
前
に
広
が
る
田
ん
ぼ

で
の
田
植
え
や
稲
刈
り
体
験
、
B
B
Q

を
行
う
等
、
最
近
で
は
地
域
と
の
関
わ

り
も
増
え
、
地
域
交
流
の
拠
点
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
桃
田
憲
吾
さ
ん
(43)
は

「
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
に
な
る
よ

う
、
今
後
、
地
域

の
人
達
と
の
共
存

を
よ
り
深
め
外
国

人
宿
泊
者
と
自
然

に
交
流
が
生
ま
れ
る
場
所
で
あ
り
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
第
２
回
で
は
、
大
正
大
学

（
東
京
・
巣
鴨
）
の
地
域
創
生
学
部
で

の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　
同
学
部
は
、
地
域
か
ら
ニ
ッ
ポ
ン
を

変
え
る
人
材
・
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
、
講
義

で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
た
め
に
同

学
部
の
学
生
を
中
心
に
運
営
す
る
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
巣
鴨
の
商
店
街
に
３

店
舗
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
各
地
の
特

産
品
を
販
売
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る

女
子
大
生
(19)
は
、「
東
京
で
学
ん
だ
こ

と
を
故
郷
に
帰
っ
て
活
か
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
る
星
野
さ
ん
は
、「
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
最
新
の
ト
レ

ン
ド
を
プ
ロ
か
ら
学
べ
る
こ
と
、
そ
し

て
地
域
の
た
め
に
汗
を
か
い
て
い
る
全

国
の
青
年
部
員
た
ち
と
の
交
流
か
ら
活

発
な
情
報
交
換
が
で
き
、
と
て
も
良
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。」
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
だ
今
月
末
に
残
り
１
回
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
星
野
さ
ん
の
執
筆
し
た

記
事
が
優
秀
記
事
に
選
ば
れ
、
毎
日
新

聞
に
全
国
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

地
域
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
取
り
組
み

雑 

感 •
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

�

（
元
実
行
委
員
長
）

　
「
今
回
も
無
事
に
終
わ
っ
た
な
…
」

黄
昏
れ
ど
き
、
お
父
さ
ん
に
手
を
引
か

れ
会
場
を
あ
と
に
す
る
男
の
子
を
眺
め

な
が
ら
、
僕
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
充
実

感
に
浸
っ
て
い
た
。

　
安
芸
安
芸
ま
つ
り
立
ち
上
げ
当
初
か

ら
ず
っ
と
追
い
求
め
て
き
た
こ
と
「
地

域
の
子
ど
も
達
の
思
い
出
づ
く
り
」
に

よ
う
や
く
辿
り
着
け
た
気
が
し
た
。

　
思
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
き
た
も
ん
だ
…
「
キ
ッ
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
」、「
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
」、「
消
防
車

の
放
水
体
験
」、「
バ
ン
ジ
ー
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
」、「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
に
「
射

的
」
等
…
そ
し
て
今
回
、
僕
ら
は
「
子

ど
も
限
定
抽
選
会
」
を
開
催
し
た
。

　
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
参
加
人
数

と
渦
巻
く
ワ
ク
ワ
ク
感
。
し
か
し
、
景

品
数
が
ま
っ
た
く
足
り
ず
…
子
ど
も
達

よ
、
マ
ジ
卍
。
景
品
を
い
っ
ぱ
い
用
意

し
て
お
く
か

ら
、
次
回
も

ま
た
絶
対
来

て
く
れ
よ

な
！

　
も
う
ひ
と

つ
新
た
な
お

楽
し
み
☆
～

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
「
菓
子
ま
き
」
で
～
宙

を
飛
ぶ
大
量
の
贈
り
物
に
子
ど
も
達
大

は
し
ゃ
ぎ
（
笑
）

　
新
企
画
が
こ
ん
な
に
上
手
く
い
き
喜

ん
で
も
ら
え
る
な
ん
て
…
こ
れ
ぞ
「
ザ

☆
子
ど
も
ま
つ
り
」

　
次
回
、
安
芸
安
芸
ま
つ
り
は
、
記
念

す
べ
き
第
10
回
！

　
～
遂
に
、
あ
の
青
年
部
が
本
気
を
見

せ
る
！
～
子
ど
も
達
よ
、
楽
し
み
に

待
っ
て
な
。

地
域
に
愛
さ
れ
、
子
ど
も
達
の
郷
土
愛
を
育
む

　
安
芸
安
芸
ま
つ
り 

―
み
な
さ
ん
の
声
―

　
皆
様
、
安
芸
安
芸
祭
り
は
ど
う
思
い

ま
す
か
？
ど
ん
な
祭
り
に
な
っ
て
欲
し

い
で
す
か
？

　
こ
こ
で
実
行
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た

来
場
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
の
夏
祭
り
が
な
く
な
っ
て
2
年
…
さ
み
し
い
な
…
そ
こ
で
旧
安
芸
町
商
工
会
青
年
部
が
、
継
続
事
業

と
し
て
立
ち
上
げ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
安
芸
安
芸
ま
つ
り
。

　
昨
年
第
9
回
を
終
え
、
回
を
重
ね
る
度
に
特
徴
の
あ
る
企
画
を
立
て
ま
し
た
。
第
２
回
は
「
東
北
復
興
支

援
」、
第
３
回
は
「
キ
ッ
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
第
４
回
は
大
学
生
に
よ
る
「
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
」。
第
５
回
よ
り

「
無
料
送
迎
バ
ス
」
を
運
行
、
第
６
回
青
年
部
グ
ル
メ
開
発
「
３
種
の
焼
き
そ
ば
」
を
販
売
。
第
７
回
大
抽

選
会
は
会
場
周
辺
の
混
雑
か
ら
「
ク
ジ
引
き
」
に
変
更
。
第
８
回
ス
テ
ー
ジ
の
間
に
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
登
場
。

そ
し
て
第
９
回
は
「
菓
子
ま
き
」「
子
ど
も
抽
選
会
」（
詳
細
は
３
面
）
を
行
い
ま
し
た
。

●
「
抽
選
会
ぜ
ん
ぜ
ん
当
ら
ん
！
」

は
い
、

想
定
以
上
の
方
が
ご
来
場
頂
い
た
の
で
、
次

回
は
工
夫
し
ま
す
。
●
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
め
っ
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
！
」

参
加
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
店
の

人
も
喜
ぶ
と
思
う
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て

お
く
ね
。
●
長
い
時
間
並
ん
だ
割
に
は
、
当

た
る
確
率
が
低
い

ご
め
ん
な
さ
い
。
●
抽

選
券
を
18
回
分
持
っ
て
い
て
10
回
分
引
い
た

ら
も
う
引
け
な
い
と
言
わ
れ
た
（
も
う
引
く

権
利
が
な
い
と
認
識
し
た
）

引
い
て
も
ら

え
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
対
応

を
工
夫
し
て
み
ま
す
。
●
こ
ど
も
抽
選
会
の

景
品
が
豪
華
で
こ
ど
も
が
興
奮
し
て
い
た
。

よ
か
っ
た
ね
ぇ
。
●
輪
投
げ
が
お
わ
る
の

が
早
い
。
●
ハ
ズ
レ
ば
か
り
だ
っ
た
が

テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
今
は
ど
こ
も
く
れ
な
い
か
ら

貰
え
た
だ
け
ど
良
か
っ
た
。

銀
行
さ
ん
の

お
陰
で
す
。
●
ラ
ー
メ
ン
１
個
で
も
当
た
っ

た
か
ら
嬉
し
い
！
…
な
ど
な
ど
。

V
o
i
c
e

安
芸
支
所
青
年
部

上
温
品
郵
便
局
長
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2019年

毎
日
新
聞
社
ベ
テ
ラ
ン
記
者
か
ら
学
ぶ

次
世
代
地
域
リ
ー
ダ
ー
塾
が
開
催
中
！

―
広
島
東
商
工
会
か
ら
は
星
野
秀
介
さ
ん
�
　
　
　
　
　  

が
参
加
―

　▲第１回抽選会の様子
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2019年

　
女
　
性
　
部 　

広
島
東
商
工

会
青
年
部
で
は

地
域
の
活
性
化

と
繁
栄
、
永
続

的
な
発
展
の
意
気
込
み
を
次
世
代

に
繋
い
で
行
く
事
を
目
的
に
青
年

部
一
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
７
、
８
月
は
豪
雨
災
害
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
青
年

部
全
国
大
会
（
４
面
詳
細
掲
載
）
が
広

島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
、
広
島
県
の
商
工
会
青
年
部
員

は
２
日
間
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

歴
代
青
年
部
の
皆
様
か
ら
受
け

継
い
だ
東
区
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
第
10
回
安
芸
安
芸
ま
つ
り

の
開
催
に
向
け
て
今
年
も
尽
力
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
、
企
業
様
と
共
に

次
世
代
を
担
う
子
供
達
の
美
し
い

思
い
出
に
残
る
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
考

案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
地
域
の

皆
様
に
は
益
々
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
７
月
西

日
本
豪
雨
を
は

じ
め
、
８
月
下

旬
の
台
風
21

号
、
９
月
に
は
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
な
ど
で
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
で
は
豪
雨
災
害
の
復
旧

復
興
を
最
優
先
と
し
、
当
面
の
活

動
を
自
粛
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
カ
ッ
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
延
期
、
視
察
研
修
見
学

事
業
に
お
い
て
は
、
２
年
連
続
の
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
11
月
18
日

㈰
第
９
回
安
芸
安
芸
ま
つ
り
で
、

休
止
し
て
い
た
女
性
部
の
活
動
を

再
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

年
ご
と
に
異
常
気
象
が
強
ま
る

中
で
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く

り
」「
地
域
活
性
化
等
」
へ
の
取
り

組
み
や
女
性
部
の
活
動
に
つ
い
て
、

役
員
を
中
心
と
し
新
規
部
員
の
ご

意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
部
員

全
員
が
一
致
団
結
し
て
、「
笑
顔
」

で
楽
し
く
企
画
・
提
案
・
実
行
を

し
て
ゆ
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
６
日
㈮
発
災
の
西

日
本
豪
雨
災
害
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
、
ま
た
会
員
の
皆
様

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

上田部長
　
会
長
（
瀬
野
川
支
所
長
）

�
金
子　

和
泰

　
副
会
長
（
矢
野
支
所
長
）

�

佐
々
木
敏
之

　
副
会
長
（
安
芸
支
所
長
）

�

五
十
川　

学

　
個
人
の
事
業
、
不
動
産
所
得
等

所
得
税
の
申
告
期
間
は
、
本
年
は

2
月
18
日
㈪
～
3
月
15
日
㈮
迄
、

住
宅
取
得
控
除
、
医
療
費
控
除
等

に
伴
う
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、

2
月
18
日
㈪
以
前
で
も
申
告
書
の

提
出
が
可
能
で
す
。

　

今
年
か
ら
決
算
事
務
処
理
方

法
・
手
数
料
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
必
要
書
類
等
整
わ
な
い
場
合
は

お
断
り
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
商
工
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
控
除
が

変
わ
り
ま
す
。

　
変
更
点
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
通
り
で
す
。

１
．
扶
養
者
の
所
得
が
増
え
る
と

配
偶
者
控
除
で
き
る
金
額
が
減
少

２
．
配
偶
者
控
除
の
範
囲
が
拡
大

（
下
記
一
覧
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

な
お
、
配
偶
者
の
所
得
税
、
住
民

税
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

半
年
過
ぎ
ま
し
た
が
未
だ
傷

跡
も
各
方
面
で
見
ら
れ
ま
す
。

被
災
事
業
者
の
一
日
も
早
い
復

興
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
広
島
東
商
工
会
に
お
い
て

も
役
員
、
職
員
一
丸
と
な
り
、

被
災
者
に
寄
り
添
い
復
興
の
お

手
伝
い
を
継
続
し
て
い
く
事
を

強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

本
年
も
引
き
続
き
発
達
支
援
事

業
、
創
業
支
援
、
事
業
承
継
問

題
、
税
務
、
金
融
等
々
事
業
者

が
抱
え
る
諸
問
題
に
取
り
組
み

地
域
経
済
の
発
展
に
努
め
て
い

く
所
存
で
す
。

地区 事業所名 業　種

安
　
　
　
芸

橋本　文子 その他
小笠原　卓夫 その他
宮本運送 その他
清正造園 建設業
古屋工業 建設業
居酒屋たくみ 飲食業
㈱ユウワ 建設業
フクダ工業 建設業
㈱信輝 建設業
森　久美子 その他
カプリッチョ 飲食業
そば屋二八十六 飲食業
久保　勇一 建設業
岡西　孝浩 その他
㈱エンドレス 建設業
なおしや サービス業

瀬
　
野
　
川

央葵工業 製造業
innovation 建設業
髙橋　謙 サービス業
imarie stained glass 製造業
山本　寛 その他
RIAN ～ OASIS ～ 小売業

地区 事業所名 業　種

瀬
　
野
　
川

ミズノ設備設計 サービス業
美容室フェイス サービス業
髪音㈱ サービス業
関西金属工業㈱ 製造業
㈲高木総業 建設業
㈲ビーシー 建設業
こりあん サービス業
㈱久保田鐵工所 製造業
平田農園 製造・小売業
升谷塗装 建設業
㈲京進建設 建設業

矢
　
　
　
野

アトリエセッテン一級建築士事務所 その他
㈲ハマダコーポレーション サービス業
㈲広剛産業 運輸業
畠山　靖通 その他
前田酒店 小売業
㈱アイシンスマイル 建設業
㈱大久保設備 建設業
㈱コウちゃん 飲食業
㈱新生住宅 建設業
大迫　良蔵 その他
坊田興業 建設業

新規ご加入事業所名簿これから

よろしく
！

平
成
30
年
度
広
島
市

優
良
技
能
勤
労
者

表
彰
式

　
平
成
30
年
11
月
16
日
㈮
、
広
島

市
役
所
本
庁
舎
２
階
講
堂
に
て
、

平
成
30
年
広
島
市
優
良
技
能
勤
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
㈱
西
岡

工
業
の
片
岡
康
司
氏
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
永
く
同
一
の
職

業
に
従
事
し
、
技
能
の
錬
磨
や
後

進
の
育
成
な
ど
に
努
め
て
い
る
優

秀
な
技
能
勤
労
者
を
讃
え
る
こ
と

に
よ
り
、
勤
労
意
欲
を
高
め
、

も
っ
て
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
被
表
彰
者
は
81
名
で

男
性
67
名
女
性
14
名
で
し
た

　▲西岡工業社長、片岡康司氏と
　　五十川安芸支所長

事務局にお電話下されば、職員
が加入申込書を持参して詳しい
ご説明を申し上げます。 問い合わせ先：289-1648

こんな問題でお困りの時はお気軽に
ご相談ください。

専門家
派遣

金融相談

経営相談

労務相談

各種共済

各種助成
事業相談

税務・経理
相談

青
申
決
算
申
告
相
談
は
お
早
め
に
！

平成30年分以後の配偶者控除額及び配偶者特別控除額（所得税） 単位：万円
配偶者の給与（合計所得金額）

～103
（～38）

～150
（～85）

～155
（～90）

～160
（～95）

～167
（100）

～175
（～105）

～183
（～110）

～190
（～115）

～197
（～120）

～201
（～123）

201～
（123～）

配偶者控除
（70歳以上） 配偶者特別控除

（
合
計
所
得
金
額
）

納
税
者
本
人
の
給
料

～1,120
（～900）

38
（48） 38 36       31 26 21 16 11 6 3 0

～1,170
（～950）

26
（32） 26 24 21 18 14 11 8 4 2 0

～1,220
（～1,000）

13
（16） 13 12 11 9 7 6 4 2 1 0

1,220～
（1,000～） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新
年
の
ご
挨
拶

田中部長
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中
野
郵
便
局
で
は
、
日
々
、
地

域
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
、郵
便
局
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
７
月
豪
雨
災
害
時

に
、
地
域
の
方
々
に
炊
き
出
し
の

支
援
を
さ
れ
て
い
た
地
元
幼
稚
園

へ
復
興
の
お
礼
と
し
て
年
賀
状
420

枚
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
中
野
駅
前

商
店
会
の
有
志
皆
様
に
協
賛
を
い

だ
た
き
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
年
賀
状
を
使
っ
て
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
正

月
の
お
手
紙
出
し
て
、
喜
ん
で
も

ら
っ
て
ね
。

屋
台
の
出
店

や
子
供
向
け

の
ボ
ー
リ
ン

グ
＆
輪
投
げ

な
ど
、
様
々

な
催
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、

メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
式
、
歌
と
サ
ッ
ク
ス
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。

　
予
想
を
超
え
る
反
響
で
、
地
域

の
皆
様
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方

に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
で

は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
子
供
た
ち
の

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
こ
の
時
期
、
安
芸
中
野
駅

前
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
点
灯
式
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
は
平
成
30
年
７
月
の
豪
雨

災
害
に
よ
り
、
地
域
は
大
惨
事
と

な
り
、
点
灯
式
を
実
行
し
て
い
る

商
店
会
の
メ
ン
バ
ー
の
店
舗
で
も

床
上
浸
水
す
る
な
ど
、
被
害
は
大

き
く
、
と
て
も
イ
ベ
ン
ト
ど
こ
ろ

で
は
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
域
の
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
一
日
も
早
い
復
旧

復
興
を
願
っ
て
、「
商
店
街
災
害

復
旧
事
業
（
商
店
街
に
ぎ
わ
い
創

出
事
業
）」
の
補
助
金
を
活
用
し
、

12
月
２
日
㈰
安
芸
中
野
駅
前
及
び

周
辺
地
域
で
「
ま
ぁ
よ
り
ん
祭

や
」
を
開

催
い
た
し

ま
し
た
。

　

祭
は
、

各
店
舗
協

力
に
よ
る

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

の
開
設
、

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
大
人
気
「
く
じ
引
き
」

豪
華
景
品
は
、
合
計
500
本
以
上
、

さ
ら
に
「
こ
ど
も
大
抽
選
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
１
等
「
ニ
ン
テ
ン

ド
ー
ス
イ
ッ
チ
」
２
等
「
タ
ブ

レ
ッ
ト
」
３
等
「
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
」
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
初
の
試
み
と
な
り
ま

す
「
菓
子
ま
き
」
を
抽
選
会
後
す

ぐ
に
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
大
は
し
ゃ
ぎ
し
笑
顔
の
花
で
会

場
は
満
開
に
な
り
ま
し
た
。

　

矢
野
町
内
の
新
春
恒
例
行
事

『
矢
野
町
内
さ
わ
や
か
駅
伝
・
マ
ラ

ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
』
が
平
成

31
年
１
月
13
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま

す
。（
開
会
式
９
時
～
）

　
こ
の
大
会
は
、
昭
和
27
年
か
ら

始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
行
事
で
す
。
当

時
「
成
人
式
」
で
町
を
挙
げ
て
新

成
人
を
祝
お
う
と
始
ま
っ
た
の
が
こ

の
駅
伝
で
し
た
。

　

現
在
で
は
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
目
的
を
変
え
、
矢
野
町
体

育
協
会
が
そ
の
歴
史
の
流
れ
を
く

み
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
矢
野
小
学

校
運
動
場
を

ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
し
、

１
周
１
㎞
の

コ
ー
ス
を
10
名

の
走
者
が
タ
ス

キ
を
つ
な
ぐ
駅

伝
は
、
町
内
会

や
少
年
団
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
様
々
な
チ
ー
ム

が
参
加
。
地
域
の
皆
様
も
暖
か
い

声
援
を
送
り
ま
す
。

　
な
お
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
930
ｍ
）
に

つ
い
て
の
み
、
当
日
も
申
込
可
能
。

寒
さ
が
ひ
と
し
お
身
に
し
み
る
季
節

だ
か
ら
こ
そ
、
身
体
を
動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

出
場
者
の
皆
様
に

は
、
暖
か
い
汁
物
を
ご
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

矢
野
町
内
さ
わ
や
か
駅
伝
・

マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　
昨
年
11
月
20
日
㈫
広
島
東
警
察

署
、
福
田
郵
便
局
及
び
上
温
品
郵

便
局
の
３
者
が
協
力
し
広
島
市
立

上
温
品
小
学
校
の
６
年
生
43
人
を

対
象
に
、
特
殊
詐
欺
防
止
の
年
賀

状
作
成
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
高
齢
者
の
方
に
特
殊
詐

欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
年
賀
状

に
「
現
金
を
送
れ
は
詐
欺
」
と
か

詐
欺
防
止
の
言
葉
と
絵
を
書
い
て

平
成
31
年
の
年
賀
状
を
作
っ
て
送

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
講
師
を
務
め
た
広
島
東
警
察
署

の
梶
原
生
活
安
全
課
長
は
「
広
島

県
内
で
の
特
殊
詐
欺
被
害
件
数
は

10
月
末
ま
で
に
約
160
件
あ
り
、
約

３
億
２
千
万
円
以
上
の
被
害
額
に

な
る
。」
と
話
さ
れ
る
と
子
ど
も

達
は
目
を
見
開
き
、
驚
い
た
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
る
方
が
多
い
と
、
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
、
様
々
な
と

こ
ろ
で
特
殊
詐
欺
防
止
の
注
意
喚

起
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
次
々
と
新

し
い
方
法
で
高
齢
者
が
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
、
高
齢
者
や
ご
家

族
に
対
し
て
継
続
的
に
注
意
喚
起

を
行
い
、
地
域
全
体
で
見
守
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
子
ど
も
達
が

作
っ
た
年
賀
状
が
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
ツ
ー
ル
に
な
れ
れ
ば

と
強
く
思
い
ま
す
。

2019年

　
11
月
18
日
㈰
生
協
ひ
ろ
し
ま
温

品
店
駐
車
場
に
て
第
９
回
安
芸
安

芸
ま
つ
り
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

本
年
の
テ
ー
マ
は
「
安あ

き芸

R
れ
ぼ
り
ゅ
ー
し
ょ
ん

evolution!

」
地
元
を
益
々
発

展
さ
せ
て
い
こ
う
！
と
い
う
気
持

ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
７
月
に
広
島
で
豪
雨
災

害
が
あ
り
ま
し
た
。「
そ
ん
な
時

に
お
祭
り
な
ん
て
す
る
べ
き
じ
ゃ

な
い
！
」
と
言
う
方
々
も
お
ら
れ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
広

島
東
商
工
会
青
年

部
一
同
は
「
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ

や
ろ
う
じ
ゃ
な
い

か
！
」
と
落
ち
込

ん
で
い
る
地
元
を

元
気
に
し
た
い
と

い
う
思
い
で
、
こ

の
度
の
テ
ー
マ
に
『
頑
張
ろ
う
広

島
!!
』
を
追
加
し
て
お
祭
り
を
開

第
9
回
安
芸
安
芸
ま
つ
り
開
催

あ
　
げ
　
あ
　
げ

瀬野川
地区

矢野
地区

特
殊
詐
欺
防
止
の
年
賀
状
作
成
教
室

�

―
広
島
市
立
上
温
品
小
学
校
で
開
催
―

復
興
の
お
礼
と
し
て
年
賀
状
贈
呈

　
年
賀
状
で
地
域
を
笑
顔
に

安芸
地区
安芸
地区

新春
恒例 

［
お
問
合
わ
せ
先
］

矢
野
町
体
育
協
会

（
事
務
局
：
矢
野
公
民
館
内
）

�

☎
0
8
2
-8
8
8
-0
0
4
4

お
じ
い
ち
ゃ
ん 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

年
賀
状
を
通
じ
て
地
域
を
笑
顔
に 

―
郵
便
局
の
取
組
み
―

上温品
郵便局

（安芸地区）

地域
ほっこり
話題

中野
郵便局

（瀬野川地区）

　▲左：西廻局長
　　 右：園長

　▲実際に贈呈した
　　年賀状の裏面

復
活
し
た
け
ぇ

「
ま
ぁ
よ
り
ん
祭
や
」開
催

　▲店舗を開放し出店販売
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平
成
30
年
11
月
21
日
㈬
、
22
日

㈭
平
和
都
市
広
島
で
「
第
20
回
商

工
会
青
年
部
全
国
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

で
は
「
青
年
部
主
張
発
表
会
」
が

あ
り
ま
し
た
。

　
自
分
と
青
年
部
活
動
や
地
域
活

動
等
を
テ
ー
マ
に
全
国
47
都
道
府

県
よ
り
勝
ち
抜
い
て
き
た
６
名
の

精
鋭
に
よ
る
熱
い
思
い
を
ス
ピ
ー

チ
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
広
島
県
か

ら
も
北
広
島
町
商
工
会
青
年
部
の

前
河
伸
弥
さ
ん
が
中
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
力
強
い
ス
ピ
ー
チ

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
郷
の
神
楽
へ
の
思
い
、
経
営

者
と
し
て
の
考
え
、
亡
き
父
へ
の

思
い
と
商
工
会
青
年
部
と
の
つ
な

が
り
等
、
真
直
ぐ
で
、
力
強
く
、

繊
細
な
ス
ピ
ー
チ
に
深
く
感
銘
致

し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
終
了
後
、
旧
市
民
球

場
跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
大
懇
親

会
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄

と
全
国
か
ら
2
千
人
以
上
の
青
年

部
員
の
方
が
集
い
ま
し
た
。

　
２
日
間
に
亘
り
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
も
終
了
し
、
お
互
い
地
元

で
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
い
、

次
回
開
催
の
愛
知
県
で
の
再
会
を

約
束
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
商
工
会
青
年
部
は
強
固

た
る
経
営
の
礎
を
築
き
、
社
員
や

家
族
に
安
心
を
与
え
、
地
域
社
会

と
自
分
た
ち
の
住
む
町
、
生
ま
れ

た
町
を
愛
し
、
未
来
永
劫
の
発
展

に
尽
力
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
行
く
所
存

で
す
。

　
こ
れ
か

ら
も
青
年

部
に
ご
指

導
、
ご
鞭

撻
と
ご
厚

情
賜
り
ま

す
よ
う
お

願
い
申
し

上
げ
ま

す
。

　
昨
年
の
7
月
の
豪
雨
災
害
で
女

性
部
員
の
事
業
所
で
被
害
が
多
く
、

女
性
部
の
活
動
を
中
止
し
て
い
ま

し
た
が
、
11
月
18
日
㈰
の
安
芸
安

芸
ま
つ
り
で
活
動
再
開
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
3
支
部
の
面
々
が

揃
い
、
恒
例
の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
揚
げ
た
こ
焼

き
に
加
え
、
今
年
は
新
規
会
員
の

岡
ち
ゃ
ん
の
餃
子
・
角
煮
お
こ
わ

の
販
売
も
加
え
品
揃
え
沢
山
で
す
。

　
ま
た
お
も
ち
ゃ
く
じ
も
4
種
類

用
意
し
、
子
ど
も
達
に
大
人
気
で

行
列
が
出
来
る
ほ
ど
。

　
お
天
気
も
よ
く
、
安
芸
支
部
5

名
、
瀬
野
川
支
部
5
名
、
矢
野
支

部
3
名
と
総
勢
13
名
で
「
い
ら
っ

し
ゃ
ま
せ
～
」
と
声
を
掛
け
、
お

昼
早
々
に
は
完
売
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
4
日
㈫
に
は
恒
例

の
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
座
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
ア
ト
リ
エ
ヨ
ウ
コ
の
津

田
陽
子
先
生
を
招
き
、
ア
ー
テ
ィ

フ
ィ
シ
ャ
ル
と
ブ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ

ワ
ー
を
使
っ
た
現
代
風
な
お
正
月

し
め
縄
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
出
来
る
よ

う
な
作
り
方
で
し
た
が
、
し
め
縄
、

水
引
を
結
束
バ
ン
ド
で
く
く
り
つ

け
る
の
が
…
な
か
な

か
決
め
た
い
位
置
に

固
定
で
き
な
い
の
で
、

み
な
さ
ん
真
剣
そ
の

も
の
。
ま
と
め
は
花

を
添
え
て
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
ま
し
た
。

　

店
頭
・
事
業
所
に

飾
る
事
が
出
来
る
フ

ラ
ワ
ー
作
品
が
作
れ

る
の
は
、
女
性
部
な

ら
で
は
の
魅
力
あ
る

講
座
で
、
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

店紹介ええ

※AA店紹介は、取材に伺います。 （広報委員取材）

瀬野川支所
会 員

メガネ・時計・宝石の金子

ナカヤ化粧品店（矢野店）
美と健康のカウンセリング・コミュニティの場

住所／安芸区中野２丁目3–15
　　　JR安芸中野駅より徒歩2分
電話／082–893–0605
営業時間／ AM8:00～ PM19:30 
定休日／日曜日

住所／ 安芸区矢野西5丁目6–9
電話／082–888ｰ0319
営業時間／AM9:00～ PM16:00
定休日／店舗カレンダーによる
※詳細は、お電話にてご確認ください

住所／ 広島市東区馬木2丁目563-12
電話／050-1256-3809
営業時間／平日11:00～15:30
　　　　　夜は予約のみ
　　　　　土日祝11：00～15：00
　　　　　　　　17：00～21：00
定休日／不定休

　7月の豪雨災害に遭い壊滅的な被害を受けました
がお店を再開する事が出来ました。これを機に、
訪問視力測定にも対応できるよう、持ち運びが出
来る最新視力測定器を導入しました。
　お洒落で快適な眼鏡や「アイウェアオブザイヤー」

「グッドデザイン賞」受賞のメガネブランド「TAKA
NORI YUGE（タカノリユゲ）」も多数取り揃えてお
ります。また、日本品質にこだわり使う人に寄り
添った補聴器を手掛けるリオネット補聴器も取り
扱っておりますので、どち
らも試してみたい方は是非
一度お立ち寄りください。
◆訪問［視力／聴力］
　測定対応

　創業より65年、矢野地域に密着した化粧品
店です。７月豪雨の被害を受け、一時は休業と
なりましたが、10月より事業再開しました。
　事業の再開に際し、持続化補助金の採択を受
け店舗内を改装、拡張したエステスペースで行
う美容部員によるミニエステは、大変好評いた
だいています。また、化粧品販売では、お客様
とのコミュニケーションを大切にし、最適な商
品をご提案さ
せていただき
ます。
　皆様お気軽
にご来店くだ
さい。

　店舗名は「にはちじゅう
ろく」と読みます。
　東区馬木の馬木公民館そば、住宅街に平成30年10
月１日オープンしたばかりの店です。
　他店の普通盛りに比べ３倍の量があると言われるお
そばおススメのメニューは「もり汁とクルミダレのそ
ば」すり鉢にくるみと味噌が入っていてこれをすりこ
ぎ棒で混ぜ、そばつゆを注ぎます。クルミと味噌の濃
厚なつけ汁がお蕎麦に合います。
　夜は、蕎麦居酒屋として営業しております。一品料
理やレアな日本酒も取り揃えております。12月より営
業時間を変更しております。誠に勝手ながら平日の夜
は６名様以上の団体予約のみお受けしておりますので、
予めご了承ください。

矢野支所
会 員

安芸支所
会 員

もり汁とクルミダレのそば
　������� 880円
もりそば ���� 750円
なめこおろしそば 890円

大和芋とろろそば 890円
鴨つけそば（温） 980円

※価格は税別です

この広報誌はホームページでも読むことができます。http://hiroshima-h.main.jp

2019年

メ
ニ
ュ
ー

復興応援掲載
～リニューアル事業

再開しました～

復興応援掲載
～リニューアル事業

再開しました～
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